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ロジックツリー（Why
ツリー）の作成方法
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問題／課題の違い

•問題：現に起きているまずい状態
（例）人が熊に襲われている

•課題：問題を解決するために取り組まなければならないこと
（例）熊からの住民保護

•解決方針：どのような方向で解決をめざすか
（例）危険な熊の駆除

•解決策：何に取り組むか
（例）猟友会への駆除の依頼
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• 同じ問題でも、原因によって取り組むべき課題は異なってくる

熊からの住民保護

問題／課題の違い：熊出没問題

人が襲われている

熊からの住民保護

駆除を
依頼

問題

課題

危険な個体の駆除
解決方針

解決策

危険な個体の発
生

原因

現在 未来過去 2
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• 同じ問題でも、原因によって取り組むべき課題は異なってくる

熊と人の共存

問題／課題の違い：熊出没問題

人が襲われている

熊と人の共存

熊への
“教育”

問題

課題

熊と人の隔離

解決策

熊が人に慣れて
しまっている

原因

現在 未来過去

解決方針
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ロジックツリー

• ロジックツリーとは、様々な問題を分解の木として原因や解決法を発
見する際に活用できるひとつの課題解決フレームワーク

https://www.lucidchart.com/pages/ja/logic-tree

KPIツリー

Whatツリー

Howツリー

Whyツリー
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原因から導出される解決策の差異

紙の書類の処理
が多くて非効率

電子決裁が浸透
していない

紙を好む文化

原因①問題

電子決裁徹底
キャンペーン 5
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原因から導出される解決策の差異

紙の書類の処理
が多くて非効率

電子決裁が浸透
していない

紙を好む文化

システムが使い
づらい

システムに向か
ない業務がある

職員のDXへの
意識が低い

システム間の連
携が不十分

デュアルモニ
ターが配備され

てない

研修が十分に行
われていない

ユーザー目線で
サービスが作ら

れていない

予算が不足して
いる

添付書類を必要
とするルールが

残存

業務改革が不十
分

DXのための人
材育成の必要性
の認識が低い

原因① 原因② 原因③ 原因④問題

電子決裁徹底
キャンペーン

ユーザー目線で
の動線の点検 6
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ロジックツリー（Whyツリー）

紙の書類の処理
が多くて非効率

電子決裁が浸透
していない

紙を好む文化

システムが使い
づらい

システムに向か
ない業務がある

職員のDXへの
意識が低い

システム間の連
携が不十分

デュアルモニ
ターが配備され

てない

研修が十分に行
われていない

ユーザー目線で
サービスが作ら

れていない

予算が不足して
いる

添付書類を必要
とするルールが

残存

業務改革が不十
分

DXのための人
材育成の必要性
の認識が低い

原因① 原因② 原因③ 原因④問題
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原因① 原因② 原因③ 原因④問題

テーマ： お名前：ワークシート：ロジックツリー
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作成のポイント：類似概念との関係性の認識

• 因果関係／上下関係／包含関係／前後関係の違いを正確に理解する

因果関係 上下関係 包含関係 前後関係

原因 結果

上位

下位 下位

全体

一部

Ste
p1

Ste
p3

Ste
p2

今回
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【著作権に関する留意事項】
この教材の著作権は、有限会社ディーズリンクに帰属しています。無断使用は著作権侵害に当たり
ますので、「行政課題解決ツールボックス 利用条件」に記載の事項を遵守し、適切に取扱いいただ
きますようよろしくお願いいたします。
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